
県
総
体

　

２
０
２
４
年
県
リ
ー
グ
、
山
東
は
県
１
部

昇
格
を
目
指
し
、
２
部
リ
ー
グ
を
戦
う
。
第

一
節
で
は
悔
し
い
黒
星
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
立
ち
上
が
り
の
硬
さ
や
相
手
の
圧
力
に

押
さ
れ
る
場
面
が
多
く
、
思
う
よ
う
な
試
合

運
び
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
３
節
で
は
厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
な
が

ら
も
接
戦
の
場
面
で
粘
り
強
さ
や
勝
負
ど
こ

ろ
で
の
集
中
力
が
光
り
、
こ
の
試
合
で
勝
ち

点
を
獲
得
。
チ
ー
ム
の
勢
い
を
感
じ
た
。
さ

ら
に
、
地
区
総
体
は
苦
し
み
な
が
ら
も
勝
ち

抜
き
、
県
総
体
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　

県
総
体
１
回
戦
の
相
手
は
米
沢
興
譲
館
。

山
東
は
立
ち
上
が
り
か
ら
前
線
に
ロ
ン
グ

ボ
ー
ル
を
配
給
し
、
起
点
を
つ
く
り
な
が
ら

相
手
ゴ
ー
ル
に
迫
る
。
そ
し
て
、
早
い
時
間

帯
に
先
制
点
を
奪
い
、
試
合
の
流
れ
を
掴
み

か
け
た
。
し
か
し
、
相
手
エ
ー
ス
の
質
の
高

い
ド
リ
ブ
ル
突
破
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ず

失
点
。そ
の
20
分
後
に
も
同
じ
形
で
失
点
し
、

前
半
の
う

ち
に
逆
転

を
許
し
て

し
ま
う
。

後
半
は
山

東
が
攻
勢

を
強
め
、

相
手
陣
内

で
の
時
間

を
多
く
作

る
が
、
焦

燥
感
か
ら

攻
撃
が
単

調
に
な

り
、
縦
へ

の
急
ぎ
す
ぎ

た
展
開
や
、

意
図
の
乏
し

い
ク
ロ
ス
の

多
用
。
結
果

と
し
て
、
相

手
守
備
陣
に

容
易
に
対
応

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

県
総
体
を
集
大
成
と
位
置
づ
け
て
い
た
三

年
生
に
と
っ
て
、
こ
の
敗
戦
は
大
き
な
痛
み

と
な
っ
た
だ
ろ
う
。し
か
し
、山
東
サ
ッ
カ
ー

部
で
の
三
年
間
で
磨
か
れ
た
技
と
精
神
は
、

今
後
ど
ん
な
逆
境
に
あ
っ
て
も
決
し
て
消
え

る
こ
と
は
な
く
、不
屈
の
力
と
な
る
は
ず
だ
。

後
輩
た
ち
は
、
先
輩
の
悔
し
い
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
て
ほ
し
い
。

新
人
戦

　

１
回
戦
の
相
手
は
新
庄
北
。
県
リ
ー
グ
後

期
で
は
勝
ち
点
１
を
分
け
合
っ
た
チ
ー
ム
で

あ
り
、
内
容
は
決
し
て
良
い
と
は
言
え
な
い

も
の
だ
っ
た
の
で
、
山
形
東
と
し
て
は
リ
ベ

ン
ジ
の
気
持
ち
で
試
合
に
臨
ん
だ
。
前
半
中

盤
、
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
セ
ン
タ
ー
バ
ッ

ク
が
頭
で
合
わ
せ
て
先
制
点
。
さ
ら
に
前
半

終
了
間
際
に
は
、
連
係
の
取
れ
た
崩
し
か
ら

追
加
点
を
奪
い
、
２
対
０
で
折
り
返
し
た
。

後
半
も
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
得
点
を
挙

げ
、
リ
ー
ド
を
広
げ
る
。
こ
の
ま
ま
追
加
点

を
重
ね
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
Ｐ
Ｋ
を
献

上
し
失
点
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
は
立
て
直

し
、
交
代
選
手
が
躍
動
。
試
合
終
了
間
際
に

ダ
メ
押
し
の
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
４
対
１
で
勝

利
し
た
。

　

２
回
戦
の
相
手
は
、
前
顧
問
・
今
野
誉
康

が
指
導
す
る
東
桜
学
館
。
お

世
話
に
な
っ
た
今
野
先
生
へ

の
感
謝
と
敬
意
を
胸
に
選
手

た
ち
は
一
層
の
気
迫
を
持
っ

て
試
合
に
臨
ん
だ
。
結
果
は

７
対
０
と
快
勝
で
あ
っ
た
が

攻
撃
の
幅
と
い
う
点
で
は
課

題
が
残
る
内
容
だ
っ
た
。
特

に
攻
撃
が
単
調
に
な
り
や
す

く
、
相
手
の
守
備
に
引
っ
か
か
る
場
面
が
多

か
っ
た
。

　

準
々
決
勝
の
相
手
は
日
大
山
形
。
今
年
度

初
の
県
リ
ー
グ
１
部
の
チ
ー
ム
と
の
対
戦
と

な
っ
た
。
粘
り
強
く
戦
っ
た
も
の
の
、
セ
カ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
回
収
や
デ
ュ
エ
ル
の
局
面
で

後
手
に
回
る
場
面
が
目
立
ち
、
試
合
を
支
配

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。セ
ッ
ト
プ
レ
ー

や
ク
リ
ア
ミ
ス
か
ら
失
点
を
重
ね
、
計
４
失

点
。
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
も
訪
れ
た
が
決
め
き

れ
ず
、
結
果
は
０
対
４
の
惨
敗
を
喫
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
チ
ー
ム
と
し
て
掲
げ
て
き
た

目
標
に
は
ど
の
大
会
も
遠
く
及
ば
ず
、
非
常

に
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
し
か
し
選
手
た
ち

は
山
東
サ
ッ
カ
ー
部
の
最
良
の
伝
統
で
も
あ

る
部
の
自
主
的
運
営
を
し
っ
か
り
と
実
現

し
、
悩
み
な
が
ら
も
努
力
を
重
ね
、
成
長
し

て
き
た
。「
攻
守
に
お
い
て
全
員
が
ハ
ー
ド

ワ
ー
ク
で
き
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
、
掲
げ
た

目
標
を
一
つ
で
も
多
く
達
成
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
は
菅
原
主
将
の
言

葉
。
１
部
リ
ー
グ
所
属
の
チ
ー
ム
相
手
に
、

単
な
る
ア
ッ
プ
セ
ッ
ト
や
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ

リ
ン
グ
を
狙
う
だ
け
で
は
な
く
、
来
春
ま
で

に
実
力
的
に
も
同
等
以
上
を
目
指
し
て
も
ら

い
た
い
。

選
手
権

　

新
チ
ー
ム
に
な
り
、
県
リ
ー
グ
後
期
で
は

思
う
よ
う
に
結
果
が
出
せ
ず
に
も
が
い
て
い

た
山
東
。
そ
ん
な
中
、
選
手
権
１
回
戦
の
相

手
は
３
部
リ
ー
グ
在
籍
の
酒
田
光
陵
。
カ
テ

ゴ
リ
ー
的
に
は
山
東
が
格
上
で
あ
り
勝
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
試
合
で
あ
る
が
、
不
安
要

素
も
多
か
っ
た
。
難
し
い
こ
と
を
せ
ず
、
シ

ン
プ
ル
に
相
手
の
背
後
を
狙
う
攻
撃
を
展

開
。
前
半
の
早
い
時
間
、
セ
カ
ン
ド
ボ
ー
ル

を
回
収
し
左
サ
イ
ド
へ
展
開
。
そ
こ
か
ら
良

い
グ
ラ
ン
ダ
ー
の
ク
ロ
ス
が
上
が
り
、
冷
静

に
流
し
込
ん
で
先
制
す
る
。
し
か
し
そ
の
数

分
後
に
Ｐ
Ｋ
を
献
上
し
、
同
点
に
追
い
つ
か

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
ベ
ン
チ
の
雰
囲
気

は
よ
く
、
前
半
で
出
た
課
題
を
修
正
し
、
強

い
気
持
ち
で
後
半
へ
臨
ん
だ
。
後
半
開
始
５

分
、
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
得
点
。
さ
ら
に

終
了
間
際
に
も
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
追
加
点
を

奪
い
、
３
対
１
で
勝
利
し
２
回
戦
進
出
を
決

め
た
。
公
式
戦
で
し
っ
か
り
と
勝
ち
切
れ
た

こ
と
は
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な

経
験
と
な
っ
た
。

　

続
く
２
回
戦
の
相
手
は
来
季
の
県
１
部
昇

格
を
決
め
て
い
る
山
形
商
業
。
試
合
開
始
直

後
、
裏
に
抜
け
出
さ
れ
、
あ
っ
さ
り
と
失
点
。

そ
の
後
も
相
手
の
攻
撃
を
防
ぎ
き
れ
ず
、
連

続
で
３
失
点
を
喫
し
て
し
ま
う
。
後
半
は
多

少
内
容
が
改
善
さ
れ
、
山
東
が
攻
め
込
む
時

間
も
増
え
、
決
定
機
を
何
度
か
作
る
が
、
相

手
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
好
セ
ー
ブ
に
阻
ま
れ

た
。
終
盤
、
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
な
ん
と

か
１
点
を
返
す
も
、
１
対
４
で
試
合
終
了
。

強
度
の
高
い
相
手
に
対
し
、
自
分
た
ち
の

サ
ッ
カ
ー
を
展
開
で
き
ず
、
新
チ
ー
ム
の
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
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◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
１
節　

４
月
14
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

山
形
東　

１　

０
―
２

１
―
２
　

４　

東
海
大
山
形
Ｂ

［
得
点
者
］
小
関
健
矢
（
後
半
46
分
）　

失
点
（
前
半
38
分
、39
分
、後
半
10
分
、45
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
38
分
に
Ｃ
Ｋ
か
ら
失
点
す
る
と
、
続
く
39
分
に
も
相
手
の
ク
ロ
ス

性
の
シ
ュ
ー
ト
が
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
前
半
を
０
―
２
で

折
り
返
す
。
後
半
に
入
っ
て
も
東
海
の
攻
撃
が
続
き
、
後
半
10
分
に
左
サ
イ
ド
を
崩

さ
れ
失
点
、
試
合
終
了
間
際
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
失
点
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

こ
の
失
点
後
の
リ
ス
タ
ー
ト
で
、
隼
人
か
ら
ロ
ン
グ
パ
ス
を
受
け
た
健
矢
が
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
て
一
点
を
返
し
、
１
―
４
で
試
合
を
終
え
た
。

第
２
節　

４
月
21
日
Ｇ
：
米
沢
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

１　

１
―
１

０
―
０
　

１　

羽
黒
Ｂ

［
得
点
者
］
佐
竹
隼
人
（
前
半
９
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
６
分
に
大
輝
か
ら
の
浮
き
玉
パ
ス
を
征
亮
が
中
央
で
収
め
る
と
、

そ
の
ま
ま
左
に
運
ん
で
左
足
で
シ
ュ
ー
ト
。
強
烈
な
シ
ュ
ー
ト
は
ニ
ア
を
突
き
刺
し

早
々
に
先
制
す
る
。
前
半
33
分
、
羽
黒
左
Ｓ
Ｂ
か
ら
の
ク
ロ
ス
を
彩
人
が
ク
リ
ア
し

よ
う
と
す
る
も
、
頭
で
触
れ
た
ボ
ー
ル
は
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
へ
。
試
合
は
振
り
出
し

に
戻
る
。
そ
の
後
も
２
ト
ッ
プ
の
高
さ
を
活
か
し
た
攻
撃
を
続
け
る
も
、
ゴ
ー
ル
に

は
結
び
つ
か
ず
。
最
終
ス
コ
ア
１
―
１
で
試
合
を
終
え
た
。

◎
村
山
地
区
リ
ー
グ

１
回
戦　

４
月
27
日
Ｇ
：
明
新
館
Ｇ

山
形
東　

１　

１
―
０

０
―
０
　

０　

明
新
館

［
得
点
者
］
佐
竹
隼
人
（
前
半
９
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
９
分
に
Ｃ
Ｋ
か
ら
得
点
す
る
も
そ
の
後
、
浮
き
玉
の
パ
ス
や
ト

ラ
ッ
プ
ミ
ス
な
ど
の
雑
な
プ
レ
ー
や
流
れ
の
中
で
シ
ュ
ー
ト
ま
で
持
ち
込
む
シ
ー
ン

が
少
な
か
っ
た
た
め
山
東
の
ペ
ー
ス
を
作
れ
な
か
っ
た
。
相
手
の
Ｃ
Ｂ
の
フ
ァ
ー
ル

が
多
い
こ
と
も
あ
り
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
な
か
な
か
前
を
向
け
ず
目
だ
っ
た
チ
ャ
ン
ス
が

な
く
１
―
０
で
試
合
を
終
え
た
。

２
回
戦　

４
月
28
日
Ｇ
：
明
新
館
Ｇ

山
形
東　

17　

13
―
０

４
―
０
　

０　

寒
河
江
工
業

［
得
点
者
］
難
波
壱
成
（
前
半
２
分
、７
分
、11
分
、19
分
）
吉
田
壮
太
（
前
半
５
分
、

14
分
、
30
分
）
緒
方
彩
人
（
前
半
６
分
）
小
関
健
矢
（
前
半
13
分
、
16
分
）
伊
藤
征

亮
（
前
半
22
分
、
28
分
）
菅
原
丈
暖
（
前
半
27
分
）
飯
野
宥
也
（
後
半
５
分
）
富
沢

颯
介
（
後
半
８
分
、
９
分
）
阿
部
大
輝
（
後
半
32
分
）

コ
メ
ン
ト　
開
始
直
後
か
ら
壱
成
、
壮
太
を
中
心
に
点
を
重
ね
、
13
―
０
で
前
半
を

折
り
返
す
。
後
半
は
大
き
く
メ
ン
バ
ー
を
変
え
な
が
ら
攻
撃
を
続
け
、
飯
野
と
大
輝

の
２
ト
ッ
プ
が
果
敢
に
ゴ
ー
ル
を
狙
う
展
開
と
な
っ
た
。
後
半
は
チ
ャ
ン
ス
を
作
り

な
が
ら
も
中
々
ゴ
ー
ル
が
奪
え
な
い
時
間
も
あ
っ
た
が
、
３
年
生
コ
ン
ビ
が
そ
れ
ぞ

れ
１
ゴ
ー
ル
、
１
年
生
の
颯
介
の
２
ゴ
ー
ル
が
生
ま
れ
、
結
果
17
―
０
で
試
合
を
終

え
た
。

３
回
戦　

４
月
29
日
Ｇ
：
明
新
館
Ｇ

山
形
東　

１　

１
―
０

０
―
２
　

２　

寒
河
江

［
得
点
者
］
深
堀
竜
矢
（
前
半
11
分
）　

失
点
（
後
半
７
分
、
22
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
８
分
、
寒
河
江
の
初
シ
ュ
ー
ト
は
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
、
先

制
を
許
し
た
か
と
思
わ
れ
た
が
、
オ
フ
サ
イ
ド
の
た
め
に
こ
の
ピ
ン
チ
を
免
れ
る
。

そ
の
３
分
後
、
征
亮
の
仕
掛
け
か
ら
竜
矢
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
山
東
が
先
制
す
る
。

１
―
０
で
折
り
返
す
と
、
後
半
７
分
Ｆ
Ｋ
か
ら
１
点
を
返
さ
れ
同
点
に
な
る
と
、
22

分
に
も
Ｃ
Ｋ
か
ら
ゴ
ー
ル
を
奪
わ
れ
逆
転
さ
れ
て
し
ま
う
。
残
り
時
間
で
ど
う
に
か

１
点
を
奪
お
う
と
様
々
な
形
の
攻
撃
を
試
み
る
も
、
寒
河
江
の
ガ
チ
ガ
チ
の
守
備
を

崩
せ
ず
、
１
―
２
で
試
合
を
終
え
た
。

◎
地
区
総
体

１
回
戦　

５
月
５
日
Ｇ
：
山
形
商
業
Ｇ

山
形
東　

６　

４
―
０

２
―
０
　

０　

天
童

［
得
点
者
］
深
堀
竜
也
（
前
半
１
分
）
會
田
祥
吾
（
前
半
９
分
、
10
分
、
27
分
）
阿

部
大
輝
（
後
半
８
分
）
飯
野
宥
也
（
後
半
28
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
立
ち
上
が
り
す
ぐ
か
ら
先
制
点
を
決
め
て
良
い
試
合
の
入
り
が
で

き
た
。
し
か
し
、
天
童
高
校
の
シ
ュ
ー
ト
が
ク
ロ
ス
バ
ー
に
あ
た
り
危
う
く
失
点
し

か
け
た
。
試
合
の
得
点
は
左
右
の
両
方
か
ら
崩
せ
た
の
で
良
か
っ
た
。
サ
イ
ド
バ
ッ

ク
の
追
い
越
し
の
動
き
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
課
題
だ
っ
た
の
で
、
サ
イ
ド
ハ
ー
フ

や
ボ
ラ
ン
チ
と
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
連
係
を
良
く
し
て
い
き
た
い
。

２
回
戦　
５
月
６
日
Ｇ
：
県
総
合
運
動
公
園
第
２
広
場

山
形
東　

４　

３
―
０

１
―
０
　

０　

山
形
工
業

［
得
点
者
］
会
田
祥
吾
（
前
半
７
分
）　

伊
藤
征
亮
（
前
半
26
分
）　　

阿
部
大
輝
（
前

半
29
分
）　

深
堀
竜
矢
（
後
半
３
分
）

３
回
戦　
５
月
６
日
Ｇ
：
県
総
合
運
動
公
園
第
２
広
場

山
形
東　

１　

０
―
０

１
―
０
　

０　

惺
山

［
得
点
者
］
小
関
健
矢
（
後
半
３
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
は
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
も
、
絶
対
的
な
決
定
打
が
な
く
、
点
数
を
入

れ
ら
れ
ず
ゼ
ロ
点
で
終
了
。
後
半
３
分
シ
ュ
ー
ト
を
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
も
の
の
左
か

ら
の
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
を
ゲ
ッ
ト
。
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
が
低
い
弾
道
で
左
サ
イ
ド

ネ
ッ
ト
へ
の
直
接
ゴ
ー
ル
し
、
先
制
点
を
入
れ
る
。
そ
の
後
懸
命
な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

で
後
半
も
ゼ
ロ
で
抑
え
、
１
―
０
の
勝
利
を
決
め
る
。

◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
３
節　

５
月
12
日
Ｇ
：
東
根
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

１　

１
―
０

０
―
０
　

０　

山
形
中
央
Ｂ

［
得
点
者
］
金
子
歩
夢
（
前
半
13
分
）

コ
メ
ン
ト　
立
ち
上
が
り
か
ら
攻
め
の
姿
勢
を
見
せ
、
前
半
13
分
、
健
矢
の
仕
掛
け

か
ら
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
を
獲
得
す
る
と
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
を
歩
夢
が
直
接
決

め
て
先
制
す
る
。
そ
の
後
は
一
進
一
退
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
互
い
に
ゴ
ー
ル
が
な

い
ま
ま
試
合
が
進
ん
だ
。後
半
に
入
る
と
い
く
つ
か
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
が
、コ
ー
ナ
ー

キ
ッ
ク
か
ら
の
カ
ウ
ン
タ
ー
攻
撃
を
秀
斗
が
止
め
た
り
、
果
敢
に
ゴ
ー
ル
を
狙
う
相

手
チ
ー
ム
の
シ
ュ
ー
ト
を
航
希
が
落
ち
着
い
て
セ
ー
ビ
ン
グ
し
た
り
と
守
備
陣
の
活

躍
も
光
り
、
１
―
０
の
ま
ま
試
合
が
終
了
し
た
。

第
４
節
５
月
19
日
Ｇ
：
東
根
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

４　

２
―
２

２
―
１
　

３　

米
沢
中
央
Ｂ

［
得
点
者
］
深
堀
竜
矢
（
前
半
29
分
、
後
半
17
分
）
小
関
健
矢
（
前
半
40
分
）
大
和

孝
太
郎
（
後
半
14
分
）
失
点
（
前
半
９
分
、
19
分
、
後
半
22
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
９
分
、
19
分
と
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
を
許
す
展
開
と
な
っ
た
が
、
前

半
29
分
竜
矢
の
ゴ
ー
ル
で
１
点
返
す
と
、そ
こ
か
ら
徐
々
に
攻
撃
の
ペ
ー
ス
を
掴
み
、

前
半
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
に
健
矢
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
前
半
の
う
ち
に
追
い
つ

く
。
２
―
２
で
後
半
を
迎
え
る
と
、
途
中
交
代
で
入
っ
た
孝
太
郎
が
後
半
14
分
に
追

加
点
を
決
め
、
続
く
17
分
に
は
健
矢
の
ラ
ス
ト
パ
ス
を
竜
矢
が
ゴ
ー
ル
に
押
し
込
み

４
―
２
で
勝
ち
越
す
。
22
分
に
１
点
を
返
さ
れ
、
そ
の
後
も
激
し
い
攻
防
が
続
い
た

が
、
攻
守
と
も
に
粘
り
強
く
戦
い
、
こ
の
激
戦
を
勝
ち
き
っ
た
。

◎
県
総
体

１
回
戦　

５
月
25
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

山
形
東　

１　

１
―
２

０
―
０
　

２　

米
沢
興
譲
館

［
得
点
者
］
小
関
健
矢
（
前
半
５
分
）　

失
点
（
前
半
12
分
、
33
分
）

コ
メ
ン
ト　
開
始
５
分
、
健
矢
の
ゴ
ー
ル
で
先
制
点
を
取
る
と
、
山
東
が
ペ
ー
ス
を

握
り
、
竜
矢
を
中
心
に
追
加
点
を
狙
う
。
し
か
し
前
半
12
分
、
33
分
に
、
興
譲
館
の

２
年
生
エ
ー
ス
か
ら
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
さ
れ
２
点
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。

１
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
で
迎
え
た
後
半
は
、
園
部
の
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
や
祥
吾
の
左
サ
イ
ド

で
の
ド
リ
ブ
ル
突
破
な
ど
山
東
の
強
み
を
存
分
に
生
か
し
た
攻
撃
を
重
ね
る
も
、
決

め
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
１
―
２
で
試
合
を
終
え
た
。

◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
５
節　

６
月
９
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

山
形
東　

３　

１
―
０

２
―
１
　

１　

長
井

［
得
点
者
］
難
波
壱
成
、
伊
藤
征
亮
、
深
堀
竜
矢

第
６
節　

６
月
15
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

山
形
東　

４　

２
―
０

２
―
１
　

１　

新
庄
北

［
得
点
者
］
深
堀
竜
矢
×
３
、
大
森
隼
翼

第
７
節　

６
月
23
日
Ｇ
：
東
根
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

４　

２
―
０

２
―
３
　

３　

山
形
南

［
得
点
者
］
阿
部
大
輝
×
２
、
大
森
隼
翼

第
８
節　

６
月
29
日
Ｇ
：
米
沢
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

１　

０
―
０

１
―
２
　

２　

羽
黒
Ｂ

［
得
点
者
］
難
波
壱
成
（
後
半
35
分
）　

失
点
（
後
半
５
分
、
10
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
ど
ち
ら
も
決
定
機
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
進
一
退
の
状
況
が

続
い
た
。
後
半
早
々
に
続
け
て
２
点
取
ら
れ
た
。
し
か
し
山
形
東
の
決
定
機
も
増
え
、

後
半
35
分
壱
成
が
一
点
を
返
す
。
あ
と
一
点
を
追
い
か
け
る
山
形
東
、
そ
し
て
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
、
こ
れ
を
決
め
れ
ば
同
点
の
決
定
機
が
訪
れ
た
が
残
念
な
が
ら
ネ
ッ
ト

に
突
き
刺
さ
る
こ
と
は
な
く
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
の
笛
が
鳴
っ
た
。

第
９
節
７
月
７
日
Ｇ
：
山
形
市
球
技
場

山
形
東　

０
０
―
１

０
―
１
　

２　

東
海
大
山
形
Ｂ

［
得
点
者
］
失
点
（
前
半
43
分
、
後
半
23
分
）

コ
メ
ン
ト　
序
盤
は
相
手
に
シ
ュ
ー
ト
を
そ
れ
ほ
ど
打
た
せ
ず
、
こ
ち
ら
が
ゴ
ー
ル
前

ま
で
侵
入
す
る
回
数
も
比
較
的
多
か
っ
た
が
、
21
分
に
丈
暖
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
も
ら

い
、
退
場
し
て
し
ま
っ
た
。
隼
翼
と
竜
矢
を
そ
れ
ぞ
れ
一
列
下
げ
て
、
４
―
４
―
１
で

人
数
が
い
な
い
中
守
備
を
固
め
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
が
、
前
半
終
盤
に
相
手
Ｃ
Ｂ
か

ら
の
グ
ラ
ン
ダ
ー
ぎ
み
の
ス
ル
ー
パ
ス
で
ゴ
ー
ル
前
ま
で
抜
け
ら
れ
失
点
。
後
半
で
は
、

サ
イ
ド
か
ら
ア
ー
ク
に
マ
イ
ナ
ス
の
ク
ロ
ス
を
挙
げ
ら
れ
、
２
枚
が
詰
め
る
が
相
手
の

シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
右
上
に
突
き
刺
さ
り
、
０
―
２
で
試
合
を
終
え
た
。

第
10
節　

７
月
13
日
Ｇ
：
真
室
川
Ｇ

山
形
東　

０　

０
―
１

０
―
０
　

１　

山
形
中
央
Ｂ

［
得
点
者
］
失
点
（
前
半
23
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
は
一
進
一
退
の
攻
防
の
展
開
が
続
い
た
。
そ
ん
な
中
前
半
23
分
右

の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
か
ら
失
点
。
そ
の
後
の
Ｃ
Ｋ
で
も
マ
ー
ク
の
確
認
が
で
き
て

お
ら
ず
、
相
手
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
。
試
合
を
通
し
て
、
チ
ー
ム
の
強
み
で
あ
る

両
サ
イ
ド
の
突
破
力
を
活
か
し
て
ゴ
ー
ル
に
迫
っ
て
い
た
。
ま
た
、
セ
カ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
回
収
が
上
手
く
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
声
が
極

端
に
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

第
11
節　

７
月
15
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

山
形
東　

１　

１
―
１

０
―
１
　

２　

米
沢
中
央
Ｂ

［
得
点
者
］
難
波
壱
成
（
前
半
23
分
）　

失
点
（
前
半
38
分
、
後
半
75
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
23
分
、
竜
矢
の
パ
ス
を
受
け
た
壱
成
は
落
ち
着
い
て
ゴ
ー
ル
に
流

し
込
む
。そ
の
２
分
後
、勢
い
に
乗
っ
た
山
東
は
Ｐ
Ｋ
を
獲
得
す
る
。キ
ッ
カ
ー
竜
矢
、

し
か
し
相
手
キ
ー
パ
ー
の
好
セ
ー
ブ
に
阻
ま
れ
る
。
38
分
、
相
手
に
フ
リ
ー
キ
ッ
ク

の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
し
ま
い
、
失
点
。
そ
の
後
押
し
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
が
前
半
41
分
、
航
希
の
ナ
イ
ス
セ
ー
ブ
が
チ
ー
ム
を
救
う
。
守
備
攻
撃
共
に
健
闘

し
て
い
た
が
後
半
75
分
た
け
Ｐ
Ｋ
献
上
。失
点
し
逆
転
さ
れ
て
し
ま
う
。山
東
の
ペ
ー

ス
を
掴
む
も
試
合
終
了
の
笛
が
高
ら
か
に
鳴
り
響
く
。

第
12
節　

７
月
20
日
Ｇ
：
米
沢
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

２　

２
―
２

０
―
０
　

２　

長
井

［
得
点
者
］
深
堀
竜
矢
（
前
半
８
分
、
27
分
）　

失
点
（
前
半
12
分
、
18
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
の
早
い
時
間
に
コ
ー
ナ
ー
か
ら
ハ
ヤ
ト
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
折
り
返

し
、
そ
れ
を
リ
ュ
ウ
ヤ
が
押
し
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
後
、
立
て
続
け
に
二
点
を
と

ら
れ
る
。
セ
イ
ス
ケ
が
ゴ
ー
ル
前
に
出
し
た
パ
ス
を
冷
静
に
リ
ュ
ウ
ヤ
が
決
め
て
同

点
と
な
る
。
全
体
的
に
強
度
が
低
く
、
競
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

第
13
節　

９
月
１
日
Ｇ
：
東
根
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

１　

１
―
１

０
―
０
　

１　

新
庄
北

［
得
点
者
］
伊
藤
征
亮
（
前
半
25
分
）　

失
点　
（
前
半
27
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
25
分
に
得
点
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
２
分
後
に
Ｃ
Ｋ
か
ら

失
点
し
て
し
ま
っ
た
。
前
半
は
新
庄
北
の
ハ
イ
ラ
イ
ン
や
、
山
東
の
前
線
の
動
き
出

し
が
噛
み
合
っ
て
お
ら
ず
オ
フ
サ
イ
ド
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
試
合
を
通
し
て
蹴
っ

て
い
る
場
面
が
多
く
、
ボ
ー
ル
が
落
ち
着
か
ず
マ
イ
ボ
ー
ル
に
な
る
時
間
が
少
な

か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
１
―
１
で
試
合
を
終
え
た
。

第
14
節　

９
月
14
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

山
形
東　

０　

０
―
０

０
―
０
　

０　

山
形
南

［
得
点
者
］

コ
メ
ン
ト　
立
ち
上
が
り
は
両
チ
ー
ム
と
も
慎
重
な
入
り
だ
っ
た
。
山
形
南
が
サ
イ

ド
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
を
駆
使
し
て
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
崩
そ
う
と
し
て
き
て
も
、
何
と
か
ス

ラ
イ
ド
を
間
に
合
わ
せ
、
得
点
を
許
さ
な
か
っ
た
。
後
半
に
な
る
と
、
山
形
東
の
リ

ズ
ム
が
生
ま
れ
、
２
本
連
続
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
が
、
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
決

定
力
を
改
善
で
き
て
お
ら
ず
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ン

ス
後
は
相
手
に
押
し
込
ま
れ
る
時
間
帯
が
続
い
た
が
、
し
っ
か
り
守
り
切
っ
た
。
し

か
し
、
後
半
の
ラ
ス
ト
プ
レ
ー
で
相
手
の
ス
ロ
ー
イ
ン
か
ら
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
た

が
、
運
良
く
オ
フ
サ
イ
ド
で
あ
っ
た
。
最
後
の
最
後
ま
で
集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
で

試
合
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

◎
山
形
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

１
回
戦　

９
月
21
日
Ｇ
：
山
形
市
球
技
場

山
形
東　

４　

２
―
０

２
―
１
　

１　

新
庄
北

［
得
点
者
］
佐
竹
隼
人
（
前
半
19
分
）
佐
藤
暁
（
前
半
33
分
）
深
堀
竜
矢
（
後
半
19
分
、

35
分
）　

失
点
（
後
半
25
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
19
分
に
Ｃ
Ｋ
か
ら
隼
人
が
頭
で
合
わ
せ
て
先
制
点
を
奪
っ
た
。
前

半
33
分
に
は
大
築
か
ら
の
ス
ル
ー
パ
ス
を
受
け
た
難
波
が
中
に
い
た
暁
に
出
し
て
追

加
点
を
奪
っ
た
。
後
半
19
分
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
で
こ
ぼ
れ
球
か
ら
深
堀
竜
矢
が
得

点
。
尾
形
祐
樹
と
平
絢
蔵
が
交
代
後
３
バ
ッ
ク
に
変
更
。
そ
の
後
、後
半
25
分
に
ゴ
ー

ル
前
に
放
り
込
ま
れ
た
ボ
ー
ル
に
対
応
し
た
和
篤
が
フ
ァ
ー
ル
を
取
ら
れ
て
し
ま
い

Ｐ
Ｋ
で
失
点
。
試
合
終
了
間
際
に
、
ボ
ー
ル
が
裏
に
抜
け
出
し
て
平
絢
蔵
の
ク
ロ
ス

に
深
堀
竜
矢
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
得
点
し
て
４
ー
１
で
勝
利
し
た
。

２
回
戦　
９
月
22
日
Ｇ
：
県
総
合
運
動
公
園
第
２
広
場

山
形
東　

７　

５
―
０

２
―
０
　

０　

東
桜
学
館

［
得
点
者
］
難
波
壱
成
（
前
半
14
分
）
大
和
孝
太
郎
（
前
半
16
分
）
伊
藤
征
亮
（
前

半
17
分
、
24
分
）
佐
藤
暁
（
前
半
29
分
）
菅
原
丈
暖
（
後
半
29
分
）
佐
竹
隼
人
（
後

半
35
分
）

コ
メ
ン
ト　
立
ち
上
が
り
か
ら
果
敢
に
攻
め
前
半
だ
け
で
シ
ュ
ー
ト
９
本
を
放
つ
な

ど
攻
撃
力
を
発
揮
で
き
た
。
後
半
の
立
ち
上
が
り
は
シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
る
シ
ー
ン

が
見
ら
れ
た
が
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
の
連
係
で
相
手
の
攻
撃
を
阻
止
し
カ
ウ
ン
タ
ー
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
バ
ッ
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ピ
ッ
チ
で

あ
っ
た
が
い
つ
も
の
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。　
　
　
　

◎
第
１
０
３
回
山
形
県
全
国
高
等
学
校

　
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
山
形
県
大
会

１
回
戦　

10
月
５
日
Ｇ
：
県
総
合
運
動
公
園
第
２
広
場

山
形
東　

３　

１
―
１

２
―
０
　

１　

酒
田
光
陵

［
得
点
者
］伊
藤
征
亮（
前
半
12
分
）佐
竹
隼
人（
後
半
８
分
）大
築
歩
望（
後
半
40
分
）　

失
点
（
前
半
17
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
の
12
分
に
壱
成
か
ら
の
グ
ラ
ウ
ン
ダ
ー
の
ク
ロ
ス
に
征
亮
が
合
わ

せ
点
を
奪
っ
た
。
山
形
東
の
強
み
を
生
か
し
た
ゴ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
５
分
後

の
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
の
際
に
自
陣
近
く
で
ボ
ー
ル
を
失
い
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
内
で

フ
ァ
ー
ル
を
し
て
し
ま
う
。
Ｐ
Ｋ
で
失
点
し
前
半
を
終
え
る
。
後
半
は
攻
め
る
意
識

が
強
く
山
形
東
が
終
始
攻
め
る
展
開
と
な
っ
て
い
た
。
隼
人
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
ヘ
ッ

ド
で
リ
ー
ド
、
試
合
終
盤
で
む
っ
ち
ー
が
キ
ー
パ
ー
と
の
１
対
１
で
決
め
き
り
、
３

―
１
で
試
合
を
終
え
た
。

２
回
戦　

10
月
６
日
Ｇ
：
山
形
商
業
Ｇ

山
形
東　

１　

０
―
４

１
―
０
　

４　

山
形
商
業

［
得
点
者
］
深
堀
竜
矢
（
後
半
28
分
）　

失
点
（
前
半
１
分
、
13
分
、
15
分
、
38
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
１
分
に
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
の
背
後
を
取
ら
れ
失
点
。
そ
こ
か
ら
立

て
直
す
こ
と
が
で
き
ず
、
立
て
続
け
に
三
失
点
。
前
半
で
４
点
差
の
悲
劇
。
シ
ュ
ー

ト
数
は
５
本
で
あ
っ
た
が
、
決
定
的
な
シ
ー
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
前
半
を
終

え
る
。
後
半
は
両
チ
ー
ム
と
も
攻
撃
が
シ
ュ
ー
ト
ま
で
繋
が
ら
ず
、ゴ
ー
ル
が
遠
い
。

後
半
28
分
に
Ｃ
Ｋ
か
ら
隼
人
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
竜
矢
が
押
し
込
ん
で
一
点
を
返
し
た

が
、
そ
の
後
一
点
も
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
１
―
４
で
、
試
合
を
終
え
た
。

◎
山
形
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

３
回
戦　

11
月
２
日
Ｇ
：
米
沢
Ｓ
Ｆ

山
形
東　

０　

０
―
１

０
―
３
　

４　

日
大
山
形

［
得
点
者
］
失
点　
（
前
半
９
分
、
後
半
15
分
、
18
分
、
25
分
）

コ
メ
ン
ト　
立
ち
上
が
り
は
よ
か
っ
た
も
の
の
、
前
半
９
分
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
で

ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
決
め
ら
れ
失
点
を
す
る
。
そ
の
後
も
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
は
何
度
か

あ
っ
た
が
、最
少
失
点
に
抑
え
る
。後
半
も
直
接
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
で
の
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

で
ゴ
ー
ル
さ
れ
る
。
山
東
に
も
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
が
な
か
な
か
ゴ
ー
ル
を

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
失
点
を
重
ね
て
い
っ
た
。
決
定
的
な
差
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
細
か
い
ミ
ス
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
面
で
の
課
題
が
見
え
て
き
て
、
今
後
に
つ

な
が
る
も
の
が
多
く
得
ら
れ
た
試
合
だ
っ
た
。

◎
一
年
生
大
会

１
回
戦　

11
月
16
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

山
形
東　

０　

０
―
２

０
―
１
　

３　

日
大
山
形

［
得
点
者
］
失
点
（
前
半
５
分
、
27
分
、
後
半
13
分
）

コ
メ
ン
ト　
前
半
５
分
和
成
が
ク
ロ
ス
を
防
ぐ
も

の
の
、
セ
カ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
取
ら
れ
、
バ
ー
ギ
リ

ギ
リ
で
の
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
る
。
先
制
点
を

取
ら
れ
、
立
ち
上
が
り
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
立
て
直
し
、
素
晴
ら
し
い
守
備
を
行
っ

た
。
し
か
し
、前
半
27
分
中
盤
あ
た
り
か
ら
の
ボ
ー

ル
を
ヘ
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
。
後
半
も
な
か

な
か
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
13
分
富

沢
が
ボ
ー
ル
を
止
め
た
も
の
の
こ
ぼ
れ
球
を
ゴ
ー

ル
さ
れ
、
０
―
３
で
試
合
を
終
え
た
。

善
戦
！
熱
戦
！
奮
戦
！

善
戦
！
熱
戦
！
奮
戦
！

善
戦
！
熱
戦
！
奮
戦
！

令和６年度
試合記録
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12
月
５
日（
木
）山
形
市
内
の
中
島
商
店

に
て
サ
ッ
カ
ー
部
恒
例
の
納
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
納
会
は
、
元
後
援
会
長
の

故
武
田
栄
四
郎
先
輩
や
元
副
会
長
の
故
奥

山
先
輩
ら
の
発
案
で
40
年
ほ
ど
前
か
ら
開

催
さ
れ
る
会
で
、
後
援
会
が
現
役
生
を
呼

ん
で
す
き
焼
き
を
振
舞
い
な
が
ら
優
秀
選

手
に
賞
を
贈
り
、
１
年
間
の
活
動
を
労
い

つ
つ
１
、２
年
生
は
翌
年
に
向
け
て
、
３

年
生
は
受
験
に
向
け
て
激
励
す
る
場
と
し

て
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
１
年
生
11
名
、
２
年
生
12
名
、
３

年
生
11
名
、
ス
タ
ッ
フ
３
名
、
後
援
会
４

名
（
齋
藤
会
長
、
後
藤
芳
郎
報
道
局
長
、

後
藤
章
洋
副
幹
事
長
、
清
野
名
誉
会
長
）

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
シ
ー
ズ
ン
の
優
秀
選
手

は
、
阿
部
大
輝
、
小
関
健
矢
、
會
田
祥
吾
、

高
橋
秀
斗
、
佐
藤
碧
の
５
名
が
選
ば
れ
、

優
秀
選
手
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
齋
藤

後
援
会
長
や
清
野
名
誉
会
長
、
後
藤
報
道

局
長
、後
藤
副
幹
事
長
ら
の
激
励
を
受
け
、

３
年
生
は
受
験
へ
の
意
欲
を
語
り
、
２
年

生
代
表
が
来
シ
ー
ズ
ン
の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
各
選
手
の
受
賞
理
由
は
以
下
と
な

り
ま
す
。

阿
部
大
輝
…
副
主
将
と
し
て
、
目
立
ち
た

が
り
屋
の
主
将
ア
オ
イ
を
持
ち
前
の
優
し

さ
で
抑
え
な
が
ら
も
責
任
感
を
も
っ
て

チ
ー
ム
に
働
き
か
け
、
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
た
。
総
体
後
も
前
期
リ
ー
グ
ま
で
残

り
、
最
後
の
山
南
戦
で
は
２
ゴ
ー
ル
を
挙

げ
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
大
活
躍
を
し

て
く
れ
た
。
あ
の
２
ゴ
ー
ル
は
後
輩
た
ち

の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
大
変
す
ば
ら

し
い
ゴ
ー
ル
だ
っ
た
。
受
験
で
も
最
後
ま

で
粘
り
強
く
、
自
分
の
志
望
を
叶
え
て
ほ

し
い
。

小
関
健
矢
…
中
体
連
出
身
な
が
ら
に
１
年

生
か
ら
試
合
に
出
続
け
チ
ー
ム
の
中
心
を

務
め
て
き
た
。
攻
守
に
わ
た
る
献
身
的
な

プ
レ
ー
は
山
東
サ
ッ
カ
ー
部
の
心
臓
と

い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
グ
ラ
マ
ネ
と
し
て
チ
ー
ム
を

良
く
し
よ
う
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
し
っ

か
り
と
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
。
今
年

の
山
東
祭
で
は
門
チ
ー
フ
で
ダ
イ
キ
と
顧

問
と
共
に
苦
し
ん
だ
が
そ
れ
も
よ
い
経
験

に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
。

會
田
祥
吾
…
１
，
２
年
次
で
は
多
く
の
功

績
を
残
し
、
３
年
で
は
怪
我
に
よ
り
ベ
ス

ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー
で
き
ず
、

や
り
き
れ
な
い
思
い
を
し
た
だ
ろ
う
が
グ

ラ
マ
ネ
と
し
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
率

先
し
て
行
い
、
チ
ー
ム
の
勝
利
の
為
に
尽

力
し
て
く
れ
た
。
他
校
の
顧
問
か
ら
名
前

が
あ
が
る
ほ
ど
の
君
の
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ー
を
も
っ
と
こ
の
目
で
み
た
か
っ
た
。

ぜ
ひ
志
望
の
大
学
で
体
育
会
に
入
部
し
、

大
暴
れ
し
て
ほ
し
い
。

高
橋
秀
斗
…
１
年
時
か
ら
Ｃ
Ｂ
の
で
き
る

　

こ
の
た
び
、
山
形
東
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
新
顧
問
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
齋
藤
貴
玖
人
で
す
。
長
き

に
わ
た
り
チ
ー
ム
を
率
い
て
お
ら

れ
た
今
野
誉
康
先
生
の
ご
尽
力
に

深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
そ

の
意
志
を
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
こ
の

チ
ー
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

く
所
存
で
す
。
こ
れ
ま
で
築
か
れ

て
き
た
土
台
の
上
に
、
新
た
な
挑

戦
を
積
み
重
ね
、
選
手
一
人
ひ
と

り
が
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
な

が
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
さ
ら
な
る

飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

選
手
と
し
て
、
チ
ー
ム
に
貢
献
し
続
け
て

き
た
。
厳
し
い
状
況
で
は
体
を
投
げ
出
し

て
で
も
ゴ
ー
ル
を
守
ろ
う
と
す
る
。
腰
痛

に
苦
し
み
な
が
ら
も
「
逃
げ
な
い
姿
勢
」

を
貫
き
通
し
チ
ー
ム
を
助
け
て
き
た
功
労

者
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
を
言
語
化
し
て
戦

術
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
を
活
か
し
、
戦
術
の
話
を
す
る
こ
と

が
少
な
い
３
年
生
を
グ
ラ
マ
ネ
と
し
て
ま

と
め
あ
げ
、
練
習
を
組
織
し
た
功
績
も
大

き
い
。
こ
れ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
ど
ん
な
付

き
合
い
方
を
し
て
い
く
の
か
非
常
に
楽
し

み
で
あ
る
。

佐
藤　
碧
…
明
る
い
人
間
性
と
前
向
き
な

姿
勢
に
よ
り
、
主
将
を
任
さ
れ
責
任
感
を

も
っ
て
チ
ー
ム
を
様
々
な
面
で
引
っ
張
っ

て
く
れ
た
。
癖
が
強
い
三
年
生
の
主
将
と

い
う
の
は
苦
労
し
た
と
思
う
が
、
よ
く
ま

と
め
上
げ
て
く
れ
た
。
チ
ー
ム
の
練
習
で

も
グ
ラ
マ
ネ
と
連
携
し
、
山
東
サ
ッ
カ
ー

部
の
最
良
の
伝
統
で
あ
る
部
の
自
主
的
運

営
を
良
く
実

現
し
て
く
れ

た
。
主
将
、

慶
援
團
団

長
、
山
東
祭

実
行
委
員
長

と
し
て
培
っ

た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
世

界
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
。

新
監
督
自
己
紹
介

現
役
納
会
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加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
さ
ら
に
親
子
で
の
参
加
（
山
東
35
回

渡
邉
晃
さ
ん
／
本
年
度
か
ら
本
校
校
長
・

元
Ｕ
16
日
本
代
表
と
山
東
66
回
渡
邉
克
さ

ん
、
山
東
33
回
丹
野
善
将
さ
ん
／
後
援
会

幹
事
長
と
山
東
64
回
丹
野
善
貴
さ
ん
）
や

ご
兄
弟
で
の
参
加
（
山
東
35
回
神
保
健
志

さ
ん
と
山
東
44
回
神
保
康
志
さ
ん　

と
も

に
総
体
優
勝
）
な
ど
様
々
な
顔
ぶ
れ
が
揃

い
、
山
東
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
益
々

の
充
実
ぶ
り
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

（
注
．
渡
辺
校
長
は
当
日
参
加
予
定
で
し

た
が
急
遽
校
務
の
為
ご
挨
拶
の
み
）

　

山
東
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
毎

年
８
月
の
第
一
土
曜
日
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
２
０
２
５
年
は
８
月
２
日
15
時
頃

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆

様
、
同
期
の
仲
間
や
親
子
、
兄
弟
や
奥
様
、

小
さ
い
お
子
様
（
未
来
の
部
員
？
）
を
お

　

８
月
３
日（
土
）、
山
東
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当

日
は
夏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ふ
さ
わ
し

く
快
晴
で
気
温
も
36
度
ほ
ど
に
な
り
熱
中

症
対
策
か
ら
通
常
よ
り
ス
タ
ー
ト
を
１
時

間
ほ
ど
遅
ら
せ
ま
し
た
。
こ
の
暑
さ
に
も

負
け
ず
に
30
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
に
高
校
総
体
と
選
手
権
の
２

冠
を
制
し
た
年
か
ら
40
周
年
と
な
る
こ
と

か
ら
当
時
の
方
（々
二
冠
会
）が
記
念
ゲ
ー

ム
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
１
チ
ー
ム
を
結
成
し

ゲ
ー
ム
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
佐
藤
隆
行
さ
ん
（
山
東
36
回
）、
澤

井
悌
志
さ
ん
（
山
東
36
回
）
な
ど
は
当
時

を
彷
彿
と
さ
せ
る
動
き
を
見
せ
て
お
り
ま

し
た
。

　

二
冠
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
県
二
冠
40
周

年
を
記
念
し
た
テ
ン
ト
が
現
役
サ
ッ
カ
ー

部
へ
の
寄
贈
品
と
し

て
贈
呈
さ
れ
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
も

使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
の
後
は
会

場
を
中
庭
に
移
し
懇

親
会
を
開
催
し
、
現

役
部
員
と
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
幅
広

い
年
代
の
方
々
に
参

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

岸
慎
一
氏
（
山
東
21
回
）

�

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

令
和
６
年
度
山
形
県
教
育
功
労
者
表
彰

に
お
い
て
前
山
東
サ
ッ
カ
ー
部
後
援
会
長

岸
慎
一
氏
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

功
績
と
し
て
は
、
昭
和
63
年
か
ら
長
年

に
わ
た
り
山
形
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
要
職

を
歴
任
し
、
組
織
強
化
・
基
盤
整
備
を
は

じ
め
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
・
発
展
に
尽

力
、
特
に
山
形
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
組
織

整
備
確
立
に
傾
注
し
、
平
成
17
年
度
に
は

協
会
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
法

人
化
す
る
な
ど
、
卓
説
し
た
行
政
手
腕
を

発
揮
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

誘
い
是
非
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
山
東
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
山
東
35
回　

野
口　

利
之
）二冠会寄贈のテントの前で集合

左から齋藤後援会長、二冠会部長鈴木正浩、後藤報道局長

最近はOBだけでなくOGも参加しています

山東35回＆山東44回　神保兄弟

山東43回＆山東75回　会田親子

　

こ
の
度
の
受
賞
に
あ
た
り
、
と
も
に

山
形
県
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
・
強
化
に
尽

力
し
て
き
た
諸
先
輩
及
び
関
係
者
各
位

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
会
へ
の
関
り
と
し
て
は
、
昭
和
53

年
の
山
形
地
区
協
会
事
務
局
長
か
ら
令

和
６
年
に
山
形
県
協
会
副
会
長
を
退
任

す
る
ま
で
47
年
間
協
会
活
動
に
従
事
し

て
き
た
。
こ
の
間
、
協
会
の
法
人
化
、

各
地
区
の
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
の
設
置
、

Ｊ
ク
ラ
ブ
創
設
へ
の
関
り
、
東
北
総
体

運
営
等
大
変
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

東
高
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
協
会
関
係

者
と
し
て
は
、
第
四
代
北
沢
學
雄
会
長
、

現
在
の
桂
木
聖
彦
会
長
は
じ
め
様
々
な

Ｏ
Ｂ
が
協
会
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を

あ
げ
て
き
て
い
る
。
今
後
、
現
役
諸
君

も
、
山
形
県
の
サ
ッ
カ
ー
発
展
の
た
め

に
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

山
形
県
教
育
功
労
賞

�

表
彰
を
受
け
て

�

山
東
21
回　

岸　
　
慎
一
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２
０
２
５
年
２
月
２
日（
日
）、
山
形
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
第
68
回
体
育
部
Ｏ

Ｂ
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
我
が

サ
ッ
カ
ー
部
は
約
26
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
懇
親
会
終
了
後
は
、恒
例
の「
ふ

る
さ
と
の
味
や
ま
が
た
」
に
て
二
次
会
が

開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
更
に
人
数
が
増
え

て
27
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
二
次
会
で
は
副
会
長
の
野
口
さ
ん

（
山
東
35
回
）
か
ら
、
後
援
会
が
で
き
る

新
た
な
支
援
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
現
役
生

へ
向
け
た
メ
ン
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
出
席
者
の

賛
同
を
得
ま
し
た
。（
詳
細
はSU

M
M

ER 
M

EET
IN

G 2025

参
照
）
ま
た
、
な
ん

と
こ
の
会
が「
ふ
る
さ
と
の
味
や
ま
が
た
」

で
開
催
で
き
る
の
は
あ
と
数
回
な
の
だ
と

か
。（
山
形
市
都
市
計
画
「
粋
七

－

粋
な
町　

七
日
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

－

」
の
御
殿
堰
周

辺
の
都
市
開
発
エ
リ
ア
に
店
舗
敷
地
が
か

か
る
た
め
閉
店
さ
れ
る
と
の
こ
と
）

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
の
体
育
部
Ｏ
Ｂ

会
総
会
・
懇
親
会
は
我
々
サ
ッ
カ
ー
部
が

代
表
幹
事
と
な
り
、
会
の
運
営
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
６
年
２
月

２
日（
月
）山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

予
定
で
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
今
回
は
平
日
開
催
と
な
り
当
日
手
伝

え
る
方
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
お
手
伝
い
を
お
願

い
し
た
い
状
況
で
す
の
で
、
参
加
可
能
な

方
は
事
務
局
長
の
佐
藤
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。【
連
絡
先
：
山
東
44
回　

佐
藤
剛　

takeshi-sato@
m

a.catvy.ne.jp

】

 

（
山
東
45
回　

岡
部
愛
）

い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⃝

開
催
日
時

　

２
０
２
５
年
８
月
２
日（
土
）

13
：
00
～
14
：
30

⃝

開
催
場
所

　

山
形
東
高
校　

第
二
多
目
的
室

⃝

開
催
概
要

　

メ
ン
タ
ー
の
講
演
、
メ
ン
タ
ー
に
よ
る

メ
ン
テ
ィ
ー
の
考
え
の
引
き
出
し
、
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
、
質
疑
応
答

⃝

今
回
の
メ
ン
タ
ー

　

渋
谷　

雅
人
氏
（
山
東
36
回
）

⃝

例
　
　
歴

　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

後
、
住
友
商
事
に
入
社
。
主
に
鉄
鋼
畑
を

歩
み
住
友
商
事
東
北
株
式
会
社
の
取
締
役

を
歴
任
後
に
２
０
１
７
年
早
期
退
職
制
度

を
利
用
し
退
職
。
２
０
２
０
年
５
月
、
全

国
レ
ガ
シ
ー
ギ
フ
ト
協
会
に
て
遺
贈
寄
付

の
啓
発
活
動
に
携
わ
る
。
２
０
２
０
年
10

月
か
ら
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
ど
も
食

堂
支
援
セ
ン
タ
ー
「
む
す
び
え
」
に
参
画
、

休
眠
預
金
活
用
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

フ
ィ
サ
ー
等
と
し
て
活
動
。
２
０
２
２
年

６
月
に
同
法
人
の
理
事
に
就
任
、
現
在
に

至
る
。

　

お
申
し
込
み
は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
い
た

だ
く
か
、okabeai31@

gm
ail.com

（
担

当
：
岡
部
）
ま
で
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
二
冠
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
現

役
生
へ
の
支
援
の
形
の
一
つ
と
し
て
「
メ

ン
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
実
施
の
提
案

が
あ
り
、
２
０
２
５
年
度
よ
り
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
後
援
会
に
よ
る
現
役
部
員
へ
の
後
援

活
動
・
貢
献
活
動
を
「
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
モ

ノ
」
の
軸
で
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
は

「
カ
ネ
」と「
モ
ノ
」の
支
援
を
中
心
に
行
っ

て
お
り
、「
ヒ
ト
」
の
視
点
で
の
貢
献
は

個
別
に
は
あ
っ
た
も
の
の
組
織
と
し
て

も
っ
と
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
後
援
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
メ
ン

タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
」
を
行
う

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
メ
ン
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、

現
役
部
員
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の

取
組
や
そ
れ
に
伴
う
今
現
在
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
の
指
針
と
な
る
話
題
の

提
供
と
彼
ら
自
身
の
考
え
を
引
き
出
し
て

い
く
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
会
で
、
現
役
部
員
の
総
合
的
な

人
材
育
成
に
資
す
る
も
の
を
目
指
し
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ー（
講
師
等
）が
後
援
会
の
メ
ン

バ
ー
、
つ
ま
り
「
知
ら
な
い
偉
い
方
」
で

は
な
く
「
自
分
た
ち
の
先
輩
」
で
あ
る
と

こ
ろ
が
非
常
に
重
要
で
、
こ
の
企
画
の
肝

と
な
り
ま
す
。
今
後
、
後
援
会
メ
ン
バ
ー

の
皆
様
に
メ
ン
タ
ー
を
依
頼
す
る
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

開
催
要
項
は
次
の
通
り
。
後
援
会
の
皆

さ
ん
も
参
加
可
能
で
す
。
同
日
午
後
に
は

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

「SU
M

M
ER M

EETING 2025

」
開
催
の
お
知
ら
せ

体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・
懇
親
会
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　　「東北選手権出場の思い出」と「知人消息」
　山東23回卒の草刈順です。小生は卒業から50年、会社もリタイアし、長年ため込んだままの書類の山を整理してい
たら、所在が分からなくなっていた会報「山東サッカー」（2016～21年の６年分）を見つけました。当時は会報を流し
読みしている程度でしたが、今回改めて読み直して、懐かしい資料も出てきたので、消息・近況と合わせて報告します。
　まず「2021年会報」に掲載されていた「サッカー部歴史年表」（OB会・奥山孝雄氏作成）は、サッカー部90年超
の歩みが一目瞭然に分かり、とても貴重な資料です。とりわけ小生が在籍した３年間で、思い出に残っているのは、
年表にもあった「1970年（昭和45年）東北高校サッカー選手権出場」です。
　１年生でしたが、チームは秋の県新人大会でブロック優勝し、11月の東北大会に３年生も参加して、山形県代表
として出場しました。当時は全国高校サッカー選手権大会の東北予選を兼ねた大会で、毎年、仙台で開催され、決
勝進出の２チームが全国大会に出場していました。
　東北大会は１回戦で七戸（青森）に０－１で敗退。試合の経過や内容は、まったく覚えていませんが、試合結果
は仙台の地元紙に掲載され、その大会記事のコピーも残っています。記事には、１回戦から対戦チームのスコアテー
ブル（メンバー表）が掲載され、紙面の名前を見て大変うれしかった記憶だけは残っています。いま眺めると懐か
しい限りで、データ上はGK、CK、FKは両チームほぼ変わらず、SHは山形東が七戸を上回っており、互角のゲー
ムだったとも読み取れます。大会記事の一部と、東北大会前に撮影したとみられるサッカー部全員の集合写真もあ
りましたから、参考までにご覧ください。岸慎一・前後援会長らの精かんな若き日の姿も写っています。ちなみに、
この東北大会は仙台育英（宮城）が優勝し、郡山商（福島）が準優勝して正月の全国大会に出場しました。

　ところで、小生の年齢になると、一緒にサッカーをした世代や、先輩方の消息が気になります。そして身近な知
人の訃報が目に飛び込んできます。
　「2016年（平成28年）会報」に「佐竹俊明氏（前山形東高校長）逝去」の訃報と、「佐竹先生を悼む」の追悼文が
掲載されていました。小生とは同学年で３年生の時は同じクラスだった佐竹さんは、フェンシング部で活躍してい
ましたが、その後、母校などで教員を務めました。生前にちょっと話す機会があり、「いまは山東サッカー部の顧
問をしてるんだよ。考えられないだろう」などと楽しそうに話していた思い出があります。
　そして2024年初め、「昨年末（12月22日）に永田邦昭が永眠いたしました」という訃報が奥様から届きました。
永田は東北高校サッカー選手権にも一緒に出場した同級生です。１年生から３年間、永田は上山駅から、小生は途
中の蔵王駅から山形駅まで「汽車」通学し、サッカーも、帰りもほとんど一緒でした。
　堅実で信頼できるDFでした。大学時代もサッカーを続け、国際協力機構（JICA）に勤務してからも、社会人チー
ムに参加してサッカーを楽しんでいたようです。高卒後は、年賀状の交換をしたり、仙台に出張で来た際に会った
りする程度で、「2017年会報」に永田が寄稿した「エジプト記」で、彼の近況を知りました。「今度、一緒にサッカー
フェスに行こうか」と話したこともありますが、もう実現できません。69歳。高校時代のかけがえのないサッカー
仲間の突然の訃報に、心を持て余しています。
　この原稿を書き終えて、「山東サッカーOB会」ホームページを検索し、「サッカー部歴史年表」を作成してくだ
さった奥山孝雄氏が2024年３月18日に逝去したことを知りました。若き日を振り返るきっかけとなる資料を提供し
てくださった奥山氏に改めて感謝し、ご冥福をお祈りいたします。
　最後に小生の近況を少々。大学卒業後、仙台の地元新聞社に入社。一時期は編集局のスポーツ担当として、宮城
スタジアムも開催地となった日韓Ｗ杯サッカー、ベガルタ仙台のＪ１リーグ準優勝とACL出場、天皇杯準優勝、
モンテディオ山形とのお互いに燃える東北ダービーの取材現場にも立ち会って、サッカーと関わってきました。
　プレーヤーとしては、大学卒業後サッカーから遠ざかっていましたが、半年前にシニアチームに参加し、四十数
年ぶりに「球蹴り」を再開しました。ただし、練習中にふくらはぎ肉離れを繰り返して、筋力の衰えを痛感してい
るところです。あまり欲張らず、現在の体力と相談しながら、再びサッカーを楽しめたらと考えています。
　母校山形東高には何十年もご無沙汰しています。校舎も新しくなって、だいぶ様変わりしたと聞いていますが、
汗臭く土ぼこりにまみれた当時の部室や合宿所も、もうないんでしょうね。いずれ、夏の「炎天下の合宿」ととも
に忘れられない「サッカーフェス（以前はナイターサッカーと呼んでいた？）」に顔を出してみたいと思っています。

（2024年５月20日、山東23回 草刈順）

特 別 寄 稿

※2024年に寄稿いただきましたがスペースの都合により前号に掲載できず、今回の掲載となりましたことをお詫び申し上げます。（編集担当：岡部）
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■ 収入の部 ■ （単位・円）

予算額 決算額 増 △ 減 備　　　　　考
年会費･寄附金 450,000 466,000 16,000 別掲100人
繰 越 金 199,107 199,107 0 令和５年度繰越金
雑 収 入 20,893 49,275 28,382 現役納会参加者負担金ほか
計 670,000 714,382 44,382

� ※今年度は受取利息93円
■ 支出の部 ■ 

予算額 決算額 増 △ 減 備　　　　　考
印 刷 費 80,000 74,580 △� 5,420 会報（700部）と郵便払込票印刷代
通 信 費 60,000 58,142 △� 1,858 会報653部の郵送料など
慶 弔 費 20,000 0 △� 20,000

育 成 費 310,000 284,998 △� 25,002 フェスティバル59,043円、現役納会、トロフィー・キーホルダーなど225,955円
体育部OB会費 40,000 35,000 △� 5,000 分担金、強化費
遠征補助費 50,000 0 △� 50,000 現役遠征費補助として監督に

事 務 費 20,000 20,523 523 会報送付用封筒代9,900円（＋振込手数料330円）、郵便振込手数料60件10,293円
会 議 費 20,000 6,000 △� 14,000 体育部OB会役員会費6,000円
雑 費 20,000 28,330 8,330 選手権激励会費
予 備 費 50,000 0 △� 50,000
計 670,000 507,573 △�162,427（翌年度へ繰越）206,809

■ 収入の部 ■ （単位・円）

予 算 額 摘　　　要
年会費・寄附金 450,000 5,000円×90人
繰 越 金 206,809 令和６年度決算より
雑 収 入 3,191
計 660,000

■ 支出の部 ■ 
予 算 額 摘　　　　要

印 刷 費 80,000 会報（770部）
通 信 費 60,000 会報発送
慶 弔 費 20,000
育 成 費 310,000 フェスティバル・現役納会
体育部OB会費 40,000 負担金
遠征補助費 50,000 遠征OB派遣費
事 務 費 23,000 振込料､ ラベル印刷他
会 議 費 20,000
雑 費 30,000
予 備 費 27,000
計 660,000

令和６年度山形東高サッカー部後援会決算書（案）令和６年度山形東高サッカー部後援会決算書（案） 令和７年度山形東高サッカー部後援会予算書（案）令和７年度山形東高サッカー部後援会予算書（案）

※会則に定められた会費の金額は次の通り。
　第13条　�会費「①本会の会員は会費を納入する。ただし学生は免除する。②会費の額は、100円に会員の年齢を乗じて得た額の千円未満

の端数を切り捨てた額を年会費とする。」
※�20代は２千円、30代は３千円、40代は４千円、50代以上は５千円となる。もちろん、定められた額以上を芳志として出してくださること
を拒否するものではありません。

山東８� 西村　　武５
山東９� 金村　　勲５
山東10� 近藤　元一３
山東11� 工藤　玄光５
� 清野　一彦５
山東14� 工藤　瑞夫５
山東15� 今井　眞哉５
山東16� 長谷川博和５
山東17� 秋保　　仁５
� 伊藤八右衛門５
� 浜田　　敏５
� 松田　眞一５
山東19� 後藤　芳郎５
� 谷川　　茂５
� 皆川　　節５
山東20� 伊藤　政律５
� 草刈　　健５
� 曽根田　篤５
� 長谷川徹雄５
山東21� 岸　　慎一５
� 桑嶋　誠一５
山東23� 草刈　　順５
山東24� 渋谷真一郎10
� 横倉　正教５
山東25� 寒河江　努５
山東26� 大澤　博行５
� 奥山　和伸５
� 開沼　泰隆５

山東26� 金井浩一郎７
� 佐藤　利和５
� 齋藤　哲朗５
山東27� 小嶋　文良５
� 田中　徳彦５
� 村山　久夫５
山東28� 渡辺　憲雄10
山東29� 桂木　宣均５
山東30� 伊藤　　洋５
山東32� 桂木　聖彦５
� 佐藤　利夫５
山東35� 斎藤　一郎５
� 野口　利之10
� 渡邉　　晃10
山東36� 金野　宏龍10
� 後藤　章洋５
� 塩川　　創10
山東37� 鈴木　　隆５
山東38� 石澤　卓司５
山東40� 漆山　和仁５
� 小関　重紀５
山東41� 東　　康史５
� 岡部　純一５
山東42� 鴨田　直希５
� 五島　博継５
� 庄司　　卓10
� 橋本　憲二５
山東43� 会田　一洋５

山東43� 佐竹　寛史５
� 斎藤　　雄５
山東44� 佐藤　　剛４
� 斎藤　丈彦４
� 笹　　真一４
� 神保　康志４
� 山崎　琢磨10
山東45� 岡部　　愛４
� 黒木　　薫４
� 谷川　智行４
� 宮川　尚久４
山東46� 菊地　　拓４
� 今野　　学４
� 横田　大樹４
山東47� 伊藤　陽介４
� 山口　真史４
山東48� 奈良崎　賢４
山東52� 村形　勘樹４
山東55� 小川　裕史３
山東58� 須藤　亮太３
� 髙橋　和博６
山東59� 後藤　泰治３
� 小池　晋平３
� 浅野　敬史３
� 黒田　　薫３
山東61� 桂木　宣直３
山東62� 大築　　郷３
� 斎藤　大三３

山東62� 多田　健人３
山東63� 鈴木　拓也３
� 堀込　健斗３
� 加納　麻実３
山東64� 丹野　善貴３
山東65� 村岡　真論２
� 阿部　陽太２
山東66� 吉田晃太郎２
� 武田　良太２
� 渡邉　　克３
山東67� 岡崎　　俊２
� 石本　万真２
山東68� 渡辺　　晴２
� 羽柴　寛泰２
� 石原　　駿２
山東72� 矢吹　晃成２

会費寄付金納入方法

名　　称：山形東高校サッカー部
　　　　　後援会
郵便振込：02450－1－1960
銀行振込：山形銀行県庁支店
　　　　　（普）217859
　皆様の会費・寄付金は遠征等、現役選手の育成費
用として活用させて頂いております。現役時代諸先
輩方から受け取ったお気持ちをOBOGとなった今お
返しする意味でも、是非ご協力の程、宜しくお願い
申し上げます。

（敬称略・単位千円）（敬称略・単位千円）会費・寄付納入者名簿（６年度）会費・寄付納入者名簿（６年度）
慶弔――――――――
逝去
令和５年７月26日
� 佐藤　良治　山東25回
令和５年10月７日
� 横澤　正彦　山東７回
令和６年４月21日
� 橋本　　毅　山東７回
令和７年３月26日
� 佐藤　　守　山東７回
令和７年４月21日
� 荒木　秀文　山東37回
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音
信
良
通
は
、
会
費
の
振
込
用
紙
に

一
言
添
え
て
頂
く
か
、okabeai31@
gm
ail.com

ま
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
く

だ
さ
い
。
名
前
と
本
文
の
み
で
結
構
で

す
。
皆
様
の
近
況
や
会
報
誌
の
感
想
ご

要
望
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
バ
タ
バ
タ
と
誌
面
の
作
成

を
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
制
作
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
掲
載
し
た
い
ネ

タ
が
沢
山
あ
っ
た
の
で
す
が
今
回
漏
れ
た
も
の
は
次

の
機
会
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
輩
方
か

ら
寄
稿
い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
、
掲
載
す
る
内
容
に

困
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
有
り
難
い
限
り
で

す
。
ま
た
お
会
い
し
た
こ
と
の
な
い
先
輩
や
後
輩
と

誌
面
制
作
の
作
業
で
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
編
集
担
当
と
し
て
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
号
も
ぜ
ひ
寄
稿
の
ご
連
絡
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
仲
間
で
集
ま
っ
て
飲
ん

だ
よ
、
と
い
う
気
軽
な
内
容
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ

写
真
と
と
も
に
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

２
０
２
５
年
５
月
発
行
の
山
中
・
山
東　

東
京
同

窓
会
会
報
誌　

第
83
号
に
我
が
山
東
サ
ッ
カ
ー
部
の

広
告
を
「
祝　

山
東
サ
ッ
カ
ー
部
二
冠
会
メ
ン
バ
ー

渡
邉
晃
校
長
就
任
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。
渡
邉
校
長
の
寄
稿
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
い
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
私
は
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

の
理
事
を
務
め
て
い
ま
し
て
（
山
形
市
は
ユ
ネ
ス
コ

創
造
都
市
映
画
部
門
に
日
本
で
唯
一
登
録
さ
れ
て
い

る
“
映
画
の
街
”
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
）、
山
形
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
映
画
作

り
や
上
映
会
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
活
動
の
中
で
、
高
校
の
文
化

部
の
活
動
は
外
部
の
指
導
者
が
少
な
く
、
ま
た
組
織

立
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
団
体
も
少
な
い
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
山
東
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
顧

問
の
先
生
、
監
督
の
他
に
外
部
指
導
員
も
い
る
充
実

し
た
指
導
体
制
が
あ
り
、
後
援
会
の
先
輩
方
が
現
役

生
の
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

姿
勢
が
本
当
に
素
晴
ら
し
い
な
と
感
じ
ま
す
。
決
し

て
当
た
り
前
で
は
な
い
環
境
の
中
で
高
校
時
代
を
当

た
り
前
に
過
ご
せ
た
幸
せ
を
今
更
理
解
し
、
先
輩
が

代
々
し
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
私
も
後
輩
た
ち

の
た
め
に
役
に
立
て
る
と
い
い
な
と
考
え
て
い
ま

す
。�

（
山
東
45
回　

岡
部
愛
）

◇�
西
村　
　
武
（
山
東
８
回
）
ま
だ
ま
だ
元

気
で
生
き
て
い
る
よ

　
◇�

近
藤　
元
一
（
山
東
10
回
）
サ
ッ
カ
ー
の

お
か
げ
で
元
気
で
す
。
も
っ
ぱ
ら
年
寄
た

ち
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
も
年

寄
で
す
が
。

◇�

工
藤　
玄
光
（
山
東
11
回
）
奥
山
先
輩
の

御
冥
福
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

◇�

開
沼　
泰
隆
（
山
東
26
回
）
全
国
大
会
出

場
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
Ｅ
Ｕ

Ｒ
Ｏ
２
０
２
４
を
観
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
面

白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

◇�

伊
藤　
　
洋
（
山
東
30
回
）
現
役
の
み
な

さ
ん
、
ぜ
ひ
東
大
サ
ッ
カ
ー
部
を
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。（
引
越
ま
し
た
。）

◇�

渡
邉　
　
晃
（
山
東
35
回
）
令
和
６
年
度

に
母
校
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
大

変
名
誉
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
責
任

の
重
さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

�

サ
ッ
カ
ー
部
の
応
援
に
加
え
、
東
高
へ
の

ご
支
援
を
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇�

庄
司　
　
卓
（
山
東
42
回
）
首
ヘ
ル
ニ
ア

に
な
り
ま
し
た
！

◇�

菊
地　
　
拓
（
山
東
46
回
）
最
近
子
供
と

モ
ン
テ
応
援
に
行
っ
て
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　  

参
加
者 （
敬
称
略
）

後
藤　

芳
郎
（
山
東
19
回
）

岸　
　

慎
一
（
山
東
21
回
）

斎
藤　

哲
朗
、
佐
藤　

利
和
（
山
東
26
回
）

丹
野　

善
将
（
山
東
33
回
）

斎
藤　

一
郎
、
神
保　

健
志
、
鈴
木　
　

亮
、

高
橋　

直
樹
、
野
口　

利
之
、
服
部　

俊
也
、

峰
田　

光
晃
、
渡
邊　
　

晃
、

金
子　
　

理
（
元
コ
ー
チ
）、

鈴
木　

正
浩
（
元
顧
問
）

大
滝　

雄
裕
、
奥
山　

雅
彦
、
金
野　

宏
龍
、

後
藤　

章
洋
、
佐
藤　

隆
行
、
澤
井　

悌
志
、

渋
谷　

雅
人
、
鈴
木　

康
由
、
土
田　

文
宏
、

三
沢　

裕
樹
、
矢
作　
　

誠
、
吉
見　

祐
悦

�

（
山
東
36
回
）

鴨
田　

直
樹
、
五
島　

博
継
、
庄
司　
　

卓
、

橋
本　

憲
二
（
山
東
42
回
）

会
田　

一
洋
、
今
野　

誉
康
、
齋
藤　
　

雄
、

佐
竹　

寛
史
（
山
東
43
回
）

斎
藤　

丈
彦
、
神
保　

康
志
、
山
崎　

琢
磨

�

（
山
東
44
回
）

谷
川　

智
行
（
山
東
45
回
）

髙
橋　

孝
典
（
山
東
46
回
）

黒
田　
　

薫
、
小
池　

晋
平
、
後
藤　

泰
治

�

（
山
東
59
回
）

大
築　
　

郷
、
齋
藤　

大
三
、
多
田　

健
人

�

（
山
東
62
回
）

堀
込　

健
斗
（
山
東
63
回
）

丹
野　

善
貴
（
山
東
64
回
）

村
岡　

真
諭
（
山
東
65
回
）

吉
田
晃
太
郎
、
渡
邉　
　

克
（
山
東
66
回
）

石
本　

万
真
（
山
東
67
回
）

羽
柴　

寛
泰
（
山
東
68
回
）

矢
吹　

晃
成
（
山
東
72
回
）

　

他
多
数
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は

８
月
２
日（
土
）（
８
月
第
１
土
曜
日
）
に
開

催
予
定
で
す
！

体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
懇
親
会

今
井　

眞
哉
（
山
東
15
回
）

秋
保　
　

仁
（
山
東
17
回
）

皆
川　
　

節
（
山
東
19
回
）

岸　
　

慎
一
、
桑
嶋　

誠
一
（
山
東
21
回
）

渋
谷
真
一
郎
（
山
東
24
回
）

寒
河
江　

努
（
山
東
25
回
）

斎
藤　

哲
朗
、
金
井
浩
一
郎
、
佐
藤　

利
和

�

（
山
東
26
回
）

渡
辺　

憲
雄
（
山
東
28
回
）

桂
木　

聖
彦
、
佐
藤　

利
夫
（
山
東
32
回
）

野
口　

利
之
（
山
東
35
回
）

後
藤　

章
洋
、
沢
井　

悌
志
、
鈴
木　

康
由

�

（
山
東
36
回
）

石
沢　

卓
司
（
山
東
38
回
）

橋
本　

憲
司
（
山
東
42
回
）�

会
田　

一
洋
、
三
坂　

英
彦
（
山
東
43
回
）�

佐
藤　
　

剛
、
齋
藤　

丈
彦
（
山
東
44
回
）

岡
部　
　

愛
（
山
東
45
回
）

山
口　

真
史
（
山
東
47
回
）

安
達　

淳
二
（
山
東
54
回
）

斎
藤
光
太
郎
（
山
東
57
回
）

　

今
年
度
の
体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
２
０
２
６

年
２
月
２
日（
月
）（
日
付
固
定
）
山
形
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
予
定
と
な
り
ま
す
。我
々

サ
ッ
カ
ー
部
は
代
表
幹
事
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

開
催
情
報
に
つ
い
て
は
事
務
局
次
長
：�

佐
藤
剛
（
山
東
44
回
）takeshi-sato@

m
a.�

catvy.ne.jp
よ
り
配
信
し
て
い
ま
す
が
、

メ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
い
う
方
は
事
前
に
佐

藤
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

サッカーフェス参加者

編集後記編集後記
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